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公益財団法人高松市学校給食会平成２８年度事業報告 

 

１ 概  況 

(1) 学校給食事業（公益目的事業） 

   本会が実施する公益目的事業として実施する 

ｱ) 学校給食物資の安定的な調達、配給事業 

ｲ) 学校給食を通じた食育推進事業 

ｳ) 学校給食の普及充実、調査研究事業 

を推進することにより、学校給食の円滑な実施及び充実発展に努め、学校教育における食育の

推進を支援することにより、子どもの心身の健全な発達並びに市民の豊かな食生活の実現に努

めた。 

 まず、学校給食物資の安定的な調達、配給事業としては、平成２５年１月に一部改正された

国の学校給食摂取基準に基づき、必要なエネルギーや栄養素、食物繊維などをバランスよく摂

取できるよう前年度に実施した献立での状況を勘案しつつ、県産や旬の食材をできる限り献立

に取り入れるため、その調達や経費、調理方法、調理時間等を検討して１か月ごとの献立を策

定し、献立委員会の意見を踏まえ決定した。 

この献立の実施に必要な安全・安心な物資を安定的かつ安価に調達するため、物資納入登録

業者に調達予定量を提示し、給食実施月の１か月前までに物資の見積価格及び成分、原材料の

産地、アレルギー物資２７品目の有無、製造工程、細菌及び放射能検査結果等の資料提出を求

め、物資購入委員会において成分割合、含有アレルギー物質、産地、価格などをチェックし、

サンプルの試食を行った上で採用する物資を決定した。 

 給食実施日の各学校や調理場に必要な物資については、学校給食管理システムにより各学校

で入力した学年別の人数に基づき、実施２週間前に契約業者に発注し、最終３日前までに学校

からの数量変更を確認することにより、安定的かつ堅実な物資の配給を確保した。 

また、８月には栄養教諭、保健体育課栄養士とともに比較的使用量が多い加工食品及び乾物

の製造工場を視察し、安全で安心な物資の納品がなされるよう製造工程の確認や安全性確保の

指導を行ったほか、原材料の産地が１都１６県である青果や海産物等について関係官庁等で発

表される放射能検査結果情報を収集し、その安全性の確認を行った。 

次に、学校給食を通じた食育推進事業としては、地場産物を積極的に取り入れるため、野菜

ではたけのこ、ズッキーニ、グリーンアスパラガス、ミニ冬瓜、ブロッコリー、金時にんじん、

レタスなど、水産物でははまち、舌平目、太刀魚、鱧、ねぶと、のり、ちりめんなどの地場産

物を食材に使用した献立を策定するとともに、みかん、清見オレンジ、はっさく、柿などの県

産果物のデザートや県産のお茶を使用した揚げパン等を提供した。 

また、「いりこめし」、「まんばのけんちゃん」、「しっぽくうどん」、「たこの煮つけ」、「あん餅

雑煮」などの郷土料理を献立に組み入れ、児童生徒が郷土に関心を寄せる心を育むとともに、

地域の食文化の継承につながるよう努めた。 
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さらに、２８年４月に高松で開催されたＧ７香川・高松情報通信大臣会合に関連し、参加す

る国の一つ、カナダにちなんだ献立として「サーモンのフライバジル風味」を提供したほか「ビ

ビンバ」、「ポトフ」、「ナン」など外国料理等も取り入れ、食に関する広い見識を養えるよう努

めた。 

次に、学校給食の普及充実・調査研究事業としては、本会役員のほか教育委員や各委員会委

員を対象に試食会を３回実施し献立や食材、味付け等について意見いただき、より魅力ある献

立の作成に反映したほか、地場産物の利用促進に向けた協議会では、２９年度の地場産物の更

なる活用策についてＪＡ香川や高松市青果市場と意見交換を行った。 

   また、給食費検討委員会において、２９年度の給食費については、昨年に引き続き、食材の

高騰により必要なエネルギーや栄養を提供する献立を策定することが厳しい状況であるが、こ

うした状況を保護者に事前に情報提供し、ある程度理解を得る必要があるとの意見がまとめら

れ、据え置くことで理事長が教育長に報告した。 

   公益目的事業会計の２８年度正味財産増減額は、経常収益合計が 1,860,890,469 円に対し、

経常費用合計は 1,873,758,380 円となり、12,867,911 円の不足が生じた。 

(2) 法人会計 

公益目的事業である学校給食事業を行う公益財団法人として、法人の適切な維持、運営を行

うため、２７年度事業報告及び決算並びに辞任届のあった理事、監事、評議員各 1名の後任の

選任について定時評議員会に諮り、承認を得るとともに、通常理事会において２７年度事業報

告及び決算、２９年度事業計画及び収支予算、就業規程の一部改正等について、理事会の書面

決議により常務理事の選任及び職員給与規程の一部改正等について、それぞれ承認を得た。 

また、本年３月の第２回通常理事会において、定款第２８条第３項に基づき、理事長、副理

事長及び常務理事が職務の執行状況について報告した。 

法人会計の２８年度正味財産増減額は、経常収益合計が 6,202,949 円に対し、経常費用合計

は 6,162,924 円となり、40,025 円の不足が生じた。 

 

結果、公益目的事業と法人会計の合計の２８年度正味財産増減額は 1,867,093,418 円、経常

費用合計は 1,879,921,304 円で 12,827,886 円の不足が生じ、これに前年度繰越金 △534,264

円を加えると、通算繰越収支差額金は 13,362,150 円の赤字となった。 

この繰越収支差額金は２９年度公益目的事業に充て、その解消を図るものとする。 
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２ 理事会、評議員会等 

(1) 平成 28 年度に開催した理事会 

開催日

平成28年5月16日 第１号議案 公益財団法人高松市学校給食会平成２７年度事業報告について

（　通　常　）
第２号議案 公益財団法人高松市学校給食会平成２７年度決算について

第３号議案 公益財団法人高松市学校給食会平成２７年度収支差額金の処理について

第４号議案 公益財団法人高松市学校給食会平成２８年定時評議員会の招集について

第５号議案 公益財団法人高松市学校給食会業務執行理事の選任について

第６号議案 公益財団法人高松市学校給食会委員会委員の選任について

平成28年6月21日 第７号議案
公益財団法人高松市学校給食会常務理事の選任について
（書面決議）

平成28年12月20日 第８号議案
公益財団法人高松市学校給食会職員給与規程の一部改正について（書面決
議）

第９号議案
公益財団法人高松市学校給食会職員退職手当支給規程の一部改正について
（書面決議）

平成29年3月27日 第１０号議案 公益財団法人高松市学校給食会平成２９年度事業計画（案）について

（　通　常　）
第１１号議案 公益財団法人高松市学校給食会平成２９年度収支予算（案）について

第１２号議案 公益財団法人高松市学校給食会就業規程の一部改正について

議　　　　　　　案

 

 

 (2) 平成 28 年度に開催した評議員会 

開催日

平成28年6月17日 第１号議案 公益財団法人高松市学校給食会平成２７年度決算について

（　定　時　）
第２号議案 公益財団法人高松市学校給食会平成２７年度収支差額金の処理について

第３号議案 公益財団法人高松市学校給食会評議員の選任について

第４号議案 公益財団法人高松市学校給食会役員の選任について

議　　　　　　　案
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 (3) 役員等に関する事項 

 

  ア 理事及び監事 

　監事 　久保 朗  高松市教育委員会学校教育課長

　理事 　山根 弘司  元 高松市立太田小学校栄養教諭

　監事 　岩部 達雄  税理士

　平野 勝也  高松市教育委員会保健体育課長

　理事

　山田 士郎  高松市ＰＴＡ連絡協議会会長

　理事 　眞鍋 正博  キッズメディカルまなべ院長

役員名 氏　名 公　職　名

　理事長
 （代表理事）

　葛西 優子  高松市ＰＴＡ連絡協議会相談役

　副理事長
（業務執行理事）

　日下 哲也  高松市立国分寺南部小学校長

　常務理事
 （業務執行理事）

  

 

 イ 評議員 

 

　小早川 龍司  弁護士

　中西 圀弘  前 財団法人高松市学校給食会事務局長

　樽谷 佳樹  高松市ＰＴＡ連絡協議会相談役

　落合 英寿  高松市ＰＴＡ連絡協議会副会長

　佐藤 敦雄  高松市立庵治中学校長

　堺 　美枝  高松市立三渓小学校長

氏　名 役　職　名

 

 

 (4) 職員 

   

（単位：人）

職種　

　年度

１ ０ ０ ２ ２ ５

１ ０ ０ ２ ２ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０

平成29年度

増　△減

臨　時

平成28年度

計事務局長 次　長 主　事 職　員
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３ 事業 

 

 (1) 給食費 

 

（単位：円）

費目 低 学 年 中 学 年 高 学 年

36 40 43 46 49

138 146 159 171 189

51 49 49 49 49

1 1 1 1 1

226 236 252 267 288

中 学 校幼稚園

計

主 食 費

副 食 費

牛 乳 費

事 務 費

小 学 校学校

学年

 

 

 (2) 対象学校等 

 

区　　分 学　　　校　　　名 校　　数 備　　考

小 学 校 新 番 丁 小 学 校 ほ か 49校

中 学 校 桜 町 中 学 校 ほ か 23校

幼 稚 園 川 岡 幼 稚 園 ほ か 11園
H28年9月から
川東幼稚園は対象外

計 83
 

 

 (3) 実施延食数 

 

（単位 ： 食）　

小学校 低学年 1,475,688 1,475,117 571 100.04%

中学年 1,486,719 1,471,525 15,194 101.03%

高学年 1,827,537 1,852,978 △ 25,441 98.63%

2,000,094 2,035,114 △ 35,020 98.28%

103,344 121,185 △ 17,841 85.28%

6,893,382 6,955,919 △ 62,537 99.10%

平成28年度 平成27年度 増  減 前年度対比区　　分

合　計

幼 稚 園

中 学 校
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 (4) 会議の開催 

   (ア) 献立草案検討会      ４回 

   (イ) 献立原案作成部会    １１回 

   (ウ) 献立委員会       １１回 

   (エ) 物資購入委員会     １１回 

   (オ) 給食試食会        ３回  平成 28 年 7 月 5 日   木太南小学校 

                       平成 28 年 10 月 17 日  多肥小学校 

                       平成 29 年 2 月 28 日  太田小学校 

   (カ) 給食費検討委員会     １回 

 

 (5) 給食物資納入業者の施設検査 

    

施設検査実施日 施設検査業者 平成 28 年度使用物資 

平成 28 年 8 月 23 日 

タケダハム株式会社 

ベーコン短冊カット、 

ロースハム短冊カット、 

ボンレスハム短冊カット、 

粗挽きウインナー 

株式会社東海屋 沖縄もずく（乾燥） 

 


